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桝井 千裕（ますい ちひろ）

・女性として出生／性自認は女性

・パンセクシャル（性別に囚われず人を好きになる人）

・デミセクシャル（他人に対して性的欲求を抱きにくい人）

・お手軽レシピ感覚で「性」を考えるブログ「ジェンダー３分クッキング」運営中。

本日の目的：共生社会とは？

➡今の社会は共生社会なのか？

➡どうしたら共生社会を実現できる？

➡なぜ差別や抑圧が生まれるのか？

➡マイノリティとマジョリティとは何か？

共生社会を作るために、
（＝差別や抑圧をなくしていくために）
私たちがすべき「 」をお話しします

はじめに：自己紹介と本日の目的



マジョリティ／マイノリティとは

マジョリティ
（社会的多数派）

マイノリティ
（社会的少数派）

➡時代・社会・環境・状況等で変動する

例：女性
⇒厚生労働省では、マイノリティ（差別を受ける側）
⇒保育の業界では、マジョリティ（差別する側）

➡誰もがマジョリティ性とマイノリティ性を抱えて生きている
（完全なマジョリティも、完全なマイノリティもいない）

差別・抑圧を
しやすい



ポイント①
先ず隗より始めよ
～自分の中のマイノリティ性に目を向ける～



天は人の上に人を造らず
人の下に人を造らず



「人類みな平等」みたいな言うけどさ、

実際は、裕福な人とそうでない人がいたりとか

（優劣という形で）違いがあるよね（T T；）

➡勉強して、自分の『優位』（マジョリティ性）

を高めることで、人より幸せになろう！



生理めんどくさい

痴漢に遭った

家族に期待されない

女子トイレ混みすぎ

名字変わるのやだ

夜道が怖い

①「女性」というマイノリティ性に苦しんできた



重いもの
ガンガン
運びます

②「男性」として振る舞い、マジョリティ性向上

下ネタ？
オールOK
でーす！

いくらでも
働きます！

泣いたり
怒ったり
しません！



③マイノリティ性に向き合わざるを得なくなる

男性には
なれない…

つらい…



④ラジャ様と出会う

沢山の人がジェンダー
の狭い箱の中に閉じ込
められている。

そういう人の「希望の
灯台」になりたい。

箱の外に出ていいよ、
ジェンダーなんか下ら
ない！って叫んでいい
んだよって、伝えたい。



⑤きゃんきゃんと出会う

ちろは「デミセクシャル」
なんじゃない？

私は「レズビアン」だけど
「パンセクシャル」という
概念もあるよ

アメリカではストーン
ウォールの反乱という事件
があって…LGBTQ＋の権利
獲得運動の転換点で…

…あれが…これが…





⑥自分のマイノリティ性を肯定的に捉え直して
社会を変えていこうと思えるようになった



勉強して、自分のマジョリティ性を高めること

で、人より幸せになろう！

勉強して、自分のマイノリティ性を認めること

で、人と幸せになろう！

じゃなくて、
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そういうの、考えたこと一度もなかったなー。
差別がダメだっていうのはわかってるつもりだけど、

特にマイノリティとか意識したことないし。

私は「平均的な日本人」だから、いまいちピンとこない。

私にマイノリティ要素なんてないと思うよ？

ここまでの話を聞いた同僚に言われたこと



ポイント②
朱に交われば赤くなる
～自分の中のマジョリティ性に目を向ける～



英語の
パンフ

日本語の
パンフ

きゃんきゃんと暮らす中で、気づいたこと

あっ！
ガイジンだ！



マジョリティ性 マイノリティ性

・八方美人
・短気
・お化粧が嫌い
・甘いものが苦手
・女性である
・恋人が同性である
…

・日本人ぽい見た目
（黒髪etc…）

・タトゥーなし
・非ベジタリアン

・女性である
・デミセクシャル
・パンセクシャル
・同性の恋人がいる

誰もがある文脈ではマジョリティ／マイノリティ



だが、マジョリティ性の方が気付きにくい

レベルⅠ：自分の持つマジョリティ性
（＝特権）に無自覚

レベルⅡ：徐々にマジョリティ性に気づき、
罪悪感や怒りを感じる

レベルⅢ：それでも現状維持へのプレッシャー
に負けて、マイノリティを避ける

レベルⅣ：自分のマジョリティ性と向き合い、
現状に疑問を感じ始める

レベルⅤ：自分のマジョリティ性について
学びを深める

レベルⅥ：差別や抑圧のない社会を目指して
行動を起こす

レベルⅠ：自分の持つマイノリティ性
に無自覚（しばしば差別を内面化）

レベルⅡ：マイノリティ性に起因する差別を
体験し、その存在と影響に気づく

レベルⅢ：それでも現状維持へのプレッシャー
に負けて、マイノリティを避ける

レベルⅢ：自分のマイノリティ性と向き合い、
学びを深める

レベルⅣ：自分のマイノリティ性について
ポジティブに捉え直す

レベルⅤ：差別や抑圧のない社会を目指して
行動を起こす

マジョリティの気づきレベル マイノリティの気づきレベル

不利益がないので、目を背けて生きていくことが可能



しかし、そのツケは巡り巡って自分に返ってくる

別に私には
関係ないし…

困ってる
困ってる

別に私には
関係ないし…

Q:子どもを差別主義者に育てるにはどうすればよいのか？
A:差別について「語らない」ことです。

（アメリカの教育者Cherry Steinwender）



マジョリティ性

マイノリティ性

マイノリティ／マジョリティ性は鏡の裏表

よく見えない…
磨いたら
見える！！

マジョリティ性マイノリティ性



天は人の上に人を造らず
人の下に人を造らず

→誰もが「辛さ」を抱える、
それに「気付く」こと、
そして「行動する」ことが

共生社会実現の鍵
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